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〈社会貢献活動の推進〉

「千本桜プロジェクト」は、平成30年（「吉野の桜を守る会」結成10周年）までに、全国各地に1,000本の桜の苗
木を植えるプロジェクトです。

同プロジェクトの一環として行われる、吉野山の母樹から苗木を育てるための“サクランボ拾い”には当行行員もボ
ランティアスタッフとして参加しています。

平成27年1月には、ボランティア（行員）が育てたシロヤマザクラの苗木約30本を吉野山の育樹地へ植樹しました。

千本桜プロジェクト“サクランボ拾い”

当行退職者39人から成る「ナント・なら応援団」は、県下の社寺等において
拝観のガイドを行うボランティア・グループで、平成22年開催の平城遷都
1300年祭を機に結成されました。
奈良県内各地で文化財を特別公開する「祈りの回廊�秘宝・秘仏特別開帳」等

において、元銀行員のきめ細やかな対応を強みに活動し、観光客から好評を得
ています。
平成28年春には全6ヵ所でガイドを実施しました。
今後とも観光県奈良の活性化に取組んでまいります。

矢田寺での研修会

当行は、地元中学校等への講師派遣や銀行見学の受入れなど、地元における
金融経済教育に注力しています。平成27年12月には人の声に反応し双方向のコ
ミュニケーションが可能な人型ロボット「PALRO（パルロ）」を導入し、地域の
小・中学校で「PALRO」を活用した金融経済教育等にも積極的に取組んでいます。
また、「全国高校生金融経済クイズ選手権“エコノミクス甲子園”｣ の奈良大
会を主催し、県下の高校生に出場機会を広く提供しています。
さらに、養護学校への講師派遣や職業実習の受入れを通じ、学習・就業支援
も行っています。 エコノミクス甲子園奈良大会

当行は昭和57年、わかくさ国体を契機に女子ホッケー部を創部し、奈良県の
スポーツ振興に貢献しています。
また、関西圏の小・中・高校生を対象に「ホッケースクール」を開催するなど、
ホッケーを通じた地域社会との交流にも力を入れています。

イベント時の募金活動

第61回�＜ナント＞萬葉チャリティーウォーク

＜ナント＞萬葉ウォークは、昭和63年にスタートし、毎年春と秋の年2回、万
葉集ゆかりの史跡をウォーキングしています。
平成16年秋からは「チャリティーウォーク」とし、参加人数に応じた金額を当
行より拠出し、奈良県社会福祉協議会に贈呈しています。
第61回＜ナント＞萬葉チャリティーウォークは平成28年6月11日（土）に開

催しました。天理から櫟本方面へ和爾下神社などを巡りながら約8キロをウォー
キングし、6月17日（金）に奈良県社会福祉協議会に寄付金を贈呈しました。

当行は、近年、立ち枯れなど衰退の兆候が目立つ世界遺産・吉野山（奈良県
吉野町）のシロヤマザクラ（約3万本）を守るため、官民を挙げて設立された「吉
野の桜を守る会」に特別会員として参加しています。
同会に対しては金銭面の支援に留まらず、各種イベントへのボランティア・
スタッフの派遣など活動面からも積極的に支援しています。具体的な活動とし
ては、同会が主催する「さくらの学校」や「サマースクール」などのイベント
への協力とともに、各々の会場において桜の保護を訴えるパネル展示や「さく
ら募金」の呼びかけを行っています。

■「吉野の桜を守る会」に参加

■＜ナント＞萬葉チャリティーウォーク

■金融経済教育への取組み

■ナント・なら応援団

■南都銀行ホッケー部
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地域の皆さまとともに

地元の人材育成に奉仕するため、奈良県下に居住す
る人柄・学力とも優秀な高校生・大学生を対象に、奨
学金援助を行っています。
平成28年3月末現在の奨学生は66名で、卒業生は
1,350名に達しています。

南都銀行「小さな親
切」の会は、明るい地
域社会づくりをめざし
て、清掃活動や献血活
動等幅広い公益活動を
実施しています。

厚生労働省が進める「認知症サポーターキャラバン」の趣旨に賛同し、平
成20年度より、「認知症サポーター養成講座」を新入行員向けに開始し、26
年度からは支店長等対象層を拡大して実施しています。この講座で習得した
知識は、店頭応対や地域における認知症の方へのサポートに活かしていま
す。
また、新入行員研修においては「手話講習」も実施しており、耳のご不自由な
方とのコミュニケーションの方法や応対時の心構えについて学んでいます。

・ホームページ（http://www.nantobank.co.jp/）での掲載
　●地域密着型金融（トップページに掲載）⇒当行の地域密着型金融の取組状況を掲載
　●金融円滑化への取組みについてご相談窓口（トップページに掲載）
　　⇒中小企業融資、住宅ローンの利用者のご返済等の相談専用窓口の連絡先を掲載

・地域の経済、産業に関する調査・研究
当行は、地域のシンクタンクとして一般財団法人�南都経済研究所を設立し、地域の経済・産業に関する調査・研究を
行っています。その結果については機関誌「ナント経済月報」や同研究所のホームページなどを通じて広く、企業・行政・
マスコミなど地域の皆さまに情報を提供しています。また、セミナー等の開催や有資格者による経営コンサルティングの
実施など、地域の経済・産業の振興に関わる取組みを行っています。

 地域やお客さまに対する積極的な情報発信

手話講習

当行は、すべてのキャッシュコーナー（店外を含む）
に、ご高齢の方や目のご不自由な方、車いすをご利用
の方でも操作しやすい機能を備えたユニバーサルデザ
イン仕様のATMを設置しています。さらに、どなたに
もご覧いただきやすいよう色のコントラストを強調し、
ボタンの境界をわかりやすくする等の「カラーユニバー
サルデザイン」認定を取得した操作画面を順次新型の
ATMに導入しています。
また、お客さまのご依頼により、口座残高や取引明
細を点字でお知らせするほか、口座名義や番号を点字
表示した通帳ケース・カードケースもお作りしていま
す。
※当行のATMの特長
　●大きく見えやすい文字（拡大表示も可能）
　●操作しやすい「音声案内システム」の搭載
　●車いすご利用の際にも操作画面等に近づきやすい形状

車いすでもご利用いただきやすいATM

音声案内（VI）機能付ATM

当行は、ご高齢の方やお子さま、ハンディキャップ
をお持ちの方々にも、安心してご利用いただけるよう、
バリアフリーに対応した店舗作りに取組んでいます。
また、LED（発光ダイオード）照明など環境負荷低減
に向けた設備の採用も進めています。
※バリアフリー対応店舗の特長
　●車いす用駐車スペースの確保
　●点字ブロックの設置
　●段差の解消、等

当行は、地域の方々にもご使用
いただけるよう、全店のキャッシ
ュコーナーなどにAED（自動体外
式除細動器）を設置しています。
※�AEDは、心臓が痙攣し血液を送る機能を失った状
態になった時、心臓に電気ショックを与え正常な
リズムに戻すための医療機器で、平成16年7月以
降は、医療従事者以外でも使用できます。

■小さな親切の会 ■公益財団法人 南都育英会

■認知症サポーター養成講座・手話講習

■視覚障がいをお持ちの方などへの対応 ■バリアフリーや環境に配慮した店舗の拡充

■AEDを全店に設置
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